
　今年、やまゆり荘は利用者さんの手づくりのしめ飾りで新年を迎えました。
　12月の下旬に髙木茂夫さん（上小塙）が稲わらを綯（な）って、やまゆり荘の
玄関用と事務室用を作って下さいました。
　今では、しめ縄の基本となる
“縄ない”ができる人が少なく
なり、市販品を買うのがあたり
まえのようになってしまいまし
たが、白い紙垂（しで）と青い松
葉とシダをあしらった手づくり
のお正月飾りが、やまゆり荘に
新しい年を運んでくれました。

　今年もおだやかな一年であり
ますように…。
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楢葉町社会福祉協議会広報誌



開 所 日：毎月第２・４火曜日
開所時間：13：00～16：00
場　　所：サポートセンター
　　　　　　　　　空の家

心配ごと、なやみごとは
楢葉町心配ごと相談所へ

●開所日

１月

２月

３月

10日・24日

14日・28日

14日・28日

※予約不要・秘密厳守

　今日の幸と明日への希望を胸に新年を迎えられ、おめ
でとうございます。
　町制施行60年の節目の年となった昨年は、震災前の楢
葉町をまぶたに浮かべ、復興への強い意思をもって行政
と連携し、「新生ならは」の創造に向けて地域福祉の推
進を進めてまいりました。
　特に帰町する町民が抱える住宅再建や健康維持などを
始めとした個々人の多方面にわたる相談に寄りそい、き
め細かな対応を心がけてまいりました。
　各種事業の中でも再開から１年が経過したデイサービスセンターやまゆり荘で
の介護予防事業は登録者が50名を超え、一日平均20名程の方が利用されています。
また、昨年９月から毎週火曜日にサロンふらっとで開催している出張介護予防教
室では、利用者みずからが献立をたて、作った昼食をとりながらの楽しい介護予
防活動を行っているほか、生活支援相談員の戸別訪問による見守りや相談支援、
さらには、まだ避難生活の続く町民の皆さんへ多角的な支援活動を行っています。
　今年も地域福祉の中核的役割を担うため、これらの事業を軸に役職員が一丸と
なって使命の遂行に力を尽くして参りますので、一層のご理解とご協力をお願い
申し上げまして年頭のあいさつとします。

社会福祉法人楢葉町社会福祉協議会　

会　長　松　本　幸　英

年頭のごあいさつ

第70回 福島県社会福祉大会会長感謝受賞

12/
1㈭ 感謝状贈呈式並びに委嘱状伝達式

新任の民生委員児童委員をご紹介します！

今回退任された民生委員児童委員

　３年に１度の全国一斉改選により、11名の委員が退任されました。
　今回は２期以上にわたり尽力下さった民生委員児童委員へ厚生労働大臣から感謝状、退任者
全員へ楢葉町長から感謝状の贈呈がされました。
　また、12月１日付で15名の民生委員児童委員（主任児童委員２名含む）に、松本幸英町長よ
り厚生労働大臣の委嘱状が伝達されました。

後列左から　吉田　善子さん　　松本恵美子さん　　　沢田　美幸さん　　山内美和子さん
（上小塙）1期3年 　 （前原）2期6年 　　 （大谷）1期3年　　（北田）1期3年

前列左から　猪狩イチノさん　　大和田はるみさん　　矢内　和子さん　　會澤キミ子さん
（上小塙）2期6年　　（松館）3期9年　　（下小塙）7期21年　（下井出）2期6年

※退任者11名のうち感謝状贈呈式に出席された方々

　当協議会の心配ごと相談所の主任相談員として平成16
年より、相談支援事業に貢献下さいました鈴木　勉さん
（上井出）へ社会福祉事業協助者として大会会長より感謝
状が授与されました。
　なお、鈴木さんは昨年11月30日をもって相談員を退任されまし
た。永年にわたり、お世話になりました。

草野　伊都子 さん
（担当地区：大谷）

武藤　幸子 さん
（担当地区：下小塙 国道東側）

髙木　喜美枝 さん
(担当地区：下小塙 国道西側)

矢内　末子 さん
（担当地区：前原）

楢葉町民生児童委員協議会

震災後から
復興にむけての
過渡期に
いろいろと

ご尽力いただき
ました。

たいへん
お世話に
なりました。
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社会福祉
法　　人 楢葉町社会福祉協議会

サポートセンター 空の家
〒970-0225
いわき市平上山口字小喜目作34-1
事務局／児童館／介護予防事業
電話 0246－38－8680
FAX 0246－28－2072
Mail:narahashakyo@oboe.ocn.ne.jp

地域包括支援センター
電話 0246－38－8681
FAX 0246－28－2072

デイサービスセンター やまゆり荘
〒979-0513
双葉郡楢葉町大字山田岡字大堤入31-1
通所介護事業／訪問介護事業
居宅介護事業／総合事業
事務局
電話 0240－25－1077
FAX 0240－25－1078
Mail:yamayuri@orion.ocn.jp〈やまゆり荘〉
Mail:narahashakyo@oboe.ocn.ne.jp〈事務局〉

サポートセンターならは（会津）
〒969-6207
大沼郡会津美里町字宮里96
（宮里仮設住宅内）
介護予防事業
電話 0242－55－0177・0178
FAX 0242－54－7879

サポートセンターならは（いわき）
〒970-0226
いわき市平下山口字大沢1-7
（高久第10仮設住宅内）

介護予防事業／居宅介護支援事業所
電話 0246－46－2090
FAX 0246－29－2792

サロンふらっと
〒979-0603
双葉郡楢葉町大字北田字中満269-1
（あおぞらこども園　子育て支援センター内）
電話 0240－23－6227
FAX 0240－23－6228

生活支援相談員事務所（いわき）
〒970-0226
いわき市平下山口字大沢1-7
（高久第10仮設住宅内）
電話 0246－84－7151
FAX 0246－84－7152

楢葉町社会福祉協議会
中期社会福祉活動ビジョン策定プロジェクトチーム

活 動 経 過 報 告
　楢葉町社会福祉協議会では、避難者支援活動方針の策定に向け、楢葉町住民福祉課から
３名、社会福祉協議会から４名の平均年齢33歳の若手プロジェクトチームの面々が町（行
政）の立場、社協（民間）の立場で連携し、今後３年間の実行可能なビジョン（将来の構想・
展望）を描こうと検討を重ねています。
　若い力の結集が完成するまで、もうひとふんばりです。

これまでの会議内容
第１回　　 9／28　中期社会福祉活動ビジョン概要及び今後のスケジュールについて
第２回　　11／ 4　継続実施する社会福祉協議会事業について 他
第３回　　11／30　介護支援ニーズや孤立化防止等の実施について 他
第４回　　12／26　今後の事業実施体制について 他
第５回　　 1／25（予定）　中期社会福祉活動ビジョン原稿確認及び最終調整

❹

※この広報紙の発行にあたっては、台湾共同募金配分金を使用させていただいております。


